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３　広報しんごう　H22・４ ２

村　長　須　藤　良　美

会計管理者・
出 納 室 長　横　田　孝　夫

副村長　田　島　正　美

総 務 課

参事・総務課長　井上　隆美総務ＧＬ　

産業建 設課住民生活課

参事・住民生活課長　齋藤　清一住民ＧＬ　

総括主幹　角岸　繁信
主　　幹　桜台　博明
主　　幹　下村　安則
主　　査　工藤　純子
主　　査　中鶴間淳子
主　　査　高見　憲一
主　　査　横道　敏克
主　　事　福山　雄亮
（青森県後期高齢者医療広域連合派遣）

総括主幹　熊谷　誠悦
主　　幹　a村　郁子
主　　査　福山佐登志
主　　査　佐藤　寿喜
主　　事　工藤　正博

副参事建設GL　  沢口純一郎
総括主幹　  遠藤　勇一
主　　査　  本間由美子
主　　査　  横沢　幸治
自動車運転手　  田茂　和俊
自動車運転手　  村上　　智

参　　　事
商工観光GL　中村　克夫

主　　幹　立花ふさ子
主　　幹　櫻井　愛子
主　　査　福山　鋼蔵
主　　査　前山　艶子

参事税務GL　佐々木a男
総括主幹　東　　則男
主　　幹　木村　優子
主　　査　熊谷　賢一
主　　事　佐藤　雅興

総括主幹　石森　俊一
主　　幹　中里田鶴子
主　　幹　中鶴間ゆき子
主　　幹　戸田ひとみ
主　　査　平葭　美幸
主　　査　小沢　幸寛
主　　査　長峯　里美

副参事厚生GL　小笠原幸子
総括主幹　崩　　敬子
主　　幹　長峯美智子
主　　幹　下栃棚幸子
主　　事　坂根　光代
主　　事　伊調　敬史
主任保健師　沢口くみ子
保 健 師　保土沢京子
保 健 師　小渡悠季代

副参事企画GL　永野　範英
総括主幹　長峯　　晃
主　　幹　村下　光江
主　　幹　佐藤　泰司

出 納 室

主　　幹　山田　則子
主　　幹　工藤　勝志
主　　事　寺尾　舞子

事務局長　横田　堅悦
主　　幹　松森恵理子

農業委員会

農業委員会事務局

臨時職員　工藤　茂雄
臨時職員　三滝　忠義
臨時職員　立花　　巖

夜間、休日等の電話受付

議　　　会

参事事務局長　櫻井　雅洋
 （監査委員書記兼務）
主　　幹　桜井真紀子

議会事務局

総務課長　千葉　　修
副 参 事　田茂千加志
主　　幹　川口のり子
主 査 兼
社会教育主事　福山　　徹

主　　事　下村瑠璃子
自動車運転手　杉村　勝司
総括主任�

自動車運転手　小笠原　勝
主　　　任�

教育委員会

教育長　菊池　秀悦

総　務　課

選挙管理委員会

選挙管理委員会事務局

事務局長　井上　隆美（兼務）
次　　長　角岸　繁信（兼務）
書　　記　桜台　博明（兼務）
書　　記　下村　安則（兼務）
書　　記　高見　憲一（兼務）
書　　記　横道　敏克（兼務）

総務グループ産業グ ループ 建設グループ 企画グループ商工観光グループ税務グループ住民グループ厚生グループ

新郷温泉館内
ＴＥＬ 78－3050 または
ＴＥＬ 78－2025（ ）（総合福祉センター内）ＴＥＬ 61－7555

参事事務長　木村　良一
准看護師　小坂しおり
准看護師　川代　俊子
看護補助員　川岸　哲子
エックス線技師　長峯　　満
 

診 療 所

所　長　高杉　亮平

ＴＥＬ 78－3111

参事支所長　滝沢　和泉
総括主幹　境　真理子

西 越 支 所
ＴＥＬ 78－3131

新郷村役場
電話 0178－78－2111（代表）ＧＬ＝グループリーダー

参事・産業建設課長　境　　芳　産業ＧＬ

氏
　
名

新

旧

井
上
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美

総
務
課
参
事
兼
総
務
課
長

兼
総
務
グ
ル
ー
プ
リ
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ダ
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住
民
生
活
課
参
事

兼
税
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グ
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プ
リ
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ダ
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産
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建
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兼
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光
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プ
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議
会
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兼
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兼
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農
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兼
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光
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教
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委
員
会
　
課
長
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農
業
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会
　
事
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局
長
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得
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主
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建
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光
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光
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一
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沢
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泉
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氏
　
名

旧
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考

氣
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堅
一

総
務
課
参
事
兼
総
務
課
長

定
年
退
職
　
三
月
三
十
一
日
付

坂
根
み
つ
え

住
民
生
活
課
住
民
グ
ル
ー
プ
　
総
括
主
幹

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
　
主
幹

教
育
委
員
会
　
調
理
員

定
年
退
職
　
三
月
三
十
一
日
付

田
沢
　
哲
子

定
年
退
職
　
三
月
三
十
一
日
付

小
笠
原
紀
子

定
年
退
職
　
三
月
三
十
一
日
付

異
動
・
昇
格
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
付
）

退
　
　
職

中
村
　
克
夫

横
田
　
堅
悦

村
下
　
光
江

横
道
　
敏
克

平
葭
　
美
幸

寺
尾
　
舞
子

下
村
瑠
璃
子

福
山
　
雄
亮

工
藤
　
純
子



４

　
健
康
増
進
を
ね
ら
い
と
し
た
第

21
回
新
郷
村
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
村
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
）
が
３
月
15
日
、
美
郷
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
リ
ー
グ
戦
に
よ
る
大
会
は
戸
来

地
区
が
３
戦
全
勝
。
２
年
ぶ
り
２

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
４
チ
ー
ム
が
参
加
。
村

上
芳
夫
さ
ん
（
館
神
）
が
審
判
長

を
務
め
、
審
判
団
は
各
チ
ー
ム
か

ら
２
〜
４
名
を
選
出
し
、
競
技
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　
４
月
７
日
、
村
内
５

つ
の
小
中
学
校
に
お
い

て
一
斉
に
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
１
名
の

新
入
生
、
井
上
柚
音

（
ゆ
う
と
）
君
（
川
代

北
向
）
を
迎
え
た
川
代

小
学
校
で
は
在
校
生
や

教
職
員
、
地
域
の
方
々

が
入
学
を
祝
い
ま
し

た
。

　
体
育
館
で

行
わ
れ
た
式

で
は
柚
音
君

は
担
任
の
山

内
富
美
子
教

諭
と
一
緒
に

入
場
。
『
新

入
生
紹
介
』

で
は
登
壇

し
、
名
前
が
読
み
上
げ

ら
れ
る
と
元
気
な
返
事

が
式
場
に
響
き
ま
し
た
。

　
入
学
祝
い
で
黄
色
い

帽
子
等
を
手
渡
さ
れ
た

柚
音
君
は
「
算
数
の
勉

強
を
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
『
が
ん
ば
り
た
い
こ

と
』
を
発
表
。
在
校
生

21
名
が
声
を
そ
ろ
え
て

「
う
れ
し
い
と
き
に
は
み
ん
な
で

喜
び
、
苦
し
い
と
き
に
は
励
ま
し

合
っ
て
勉
強
に
運
動
に
力
一
杯
が

ん
ば
ろ
う
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

「
今
日
か
ら
川
代
小
学
校
の
一
員

で
す
。
か
し
こ
い
子
、
仲
の
よ
い

子
、
た
く
ま
し
い
子
を
め
ざ
し
、

学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
高
橋
光
憲
校
長
が
式
辞
。
須
藤

良
美
村
長
代
理
田
島
正
美
副
村
長

と
h
幸
吉
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

さわやかな風とともに　春がやってきました

戸
来
チ
ー
ム
に
栄
冠



５　広報しんごう　H22・４

　
４
月
３
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園

は
平
成
22
年
度
入
園
式
を
行
い
ま

し
た
。
今
春
か
ら
分
園
を
統
合
し

た
こ
と
に
よ
り

新
体
制
で
の
ス

タ
ー
ト
。
式
に

は
園
児
、
保
護

者
、
職
員
ら
約

１
１
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
中
村
秀
俊
園

長
が
「
保
護

者
、
地
域
、
職

員
が
一
体
と
な

っ
て
よ
り
よ
い

保
育
を
め
ざ
す
」

と
あ
い
さ
つ
。

「
一
緒
に
な
か

よ
く
楽
し
く
遊

び
ま
し
ょ
う
」

と
６
名
の
在
園

児
が
入
園
児
へ

お
祝
い
の
こ
と

ば
を
元
気
よ
く

述
べ
ま
し
た
。

　
職
員
紹
介
の

後
、
園
児
は
行
進
曲
「
風
を
さ
が

し
て
」
に
合
わ
せ
て
退
場
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
育
室
へ
移
動
。
新
し

い
お
友
達
と
は
に
か
ん
だ
表
情
を

浮
か
べ
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　
同
園
の
今
年
度
の
在
園
児
は
65

名
。
職
員
は
19
名
で
す
。

　
村
内
の
小
学
校
や
保
育
園
で
は

年
度
初
め
の
４
月
、
交
通
安
全
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
西
越
小
学
校
は
４
月
15
日
、
細

川
正
敏
新
郷

駐
在
所
長
を

講
師
に
招
き

実
施
し
ま
し

た
。

　
児
童
34
名

は
校
庭
に
設

け
ら
れ
た
交

差
点
や
横
断

歩
道
な
ど
が

あ
る
模
擬
道

路
で
安
全
な

歩
行
や
自
転

車
走
行
等
を

実
践
。
信
号

機
の
灯
火
に

あ
わ
せ
て
左

右
確
認
や
一

時
停
止
の
大

切
さ
を
学
ん

で
い
ま
し
た
。

細
川
所
長
は

大
勢
で
横
に
並
ん
で
歩
か
な
い
、

自
転
車
の
練
習
は
安
全
な
場
所
で

行
う
こ
と
等
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
実
習
に
先
立
ち
、
同
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
に
お
い
て
ビ
デ
オ
「
ち
び

ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
交
通
安
全
」
を

視
聴
。
「
正
し
い
歩
行
と
自
転
車

走
行
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

６
名
の
入
園
児
を

迎
え
て
元
気
に

ス
タ
ー
ト

34
名
の
児
童
が

交
通
ル
ー
ル
を

再
確
認



６

安
全
な
登
下
校
を

　
　
　
祈
っ
て
ペ
タ
リ

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
前

に
し
た
４
月
４
日
、
村
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
（
下
栃
棚
結
花
会

長
）
は
村
連
合
婦
人
会
（
佐
藤
久

美
子
会
長
）
の
協
力
を
得
て
、
村

内
の
通
学
路
の
主
要
交
差
点
、
横

断
歩
道
等
約
８
ヵ
所
に
ス
ト
ッ
プ

マ
ー
ク
の
張
り
替
え
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　
横
断
す
る
際
の
一
時
停
止
を
促

す
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
は
パ
ン
ダ
の

イ
ラ
ス
ト
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
、
幅

37
セ
ン
チ
、
高
さ
30
セ
ン
チ
。
白

地
に
赤
で
「
と
ま
れ
」
の
文
字
が

記
さ
れ
て
お
り
、

黄
色
を
基
調
と
し

て
滑
り
止
め
加
工

が
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
日
の
参
加

者
は
８
名
。
細
川

正
敏
新
郷
駐
在
所

長
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
、
こ
れ
ま

で
貼
付
さ
れ
て
い

た
マ
ー
ク
を
は
ぎ

取
り
、
ほ
こ
り
や

ご
み
等
を
取
り
除

き
な
が
ら
丁
寧
に

張
り
替
え
て
い
ま

し
た
。

　
作
業
を
終
え
た

下
栃
棚
会
長
は

「
子
ど
も
た
ち
が

多
く
利
用
す
る
箇

所
を
中
心
に
設
置
し
た
。
飛
び
出

し
事
故
を
防
ぐ
と
と
も
に
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
注
意
喚
起
を
促
し
た
い
」

と
汗
を
拭
っ
て
い
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
は
っ
き
り

　
　
　
　
見
せ
Ｅ
ｙ
ｅ

　
新
郷
駐
在
所
（
細
川
正
敏
所
長
）

は
４
月
６
日
と
14
日
、
新
郷
温
泉

館
に
お
い
て
交
通
事
故
防
止
の
ミ

ニ
講
話
と
反
射
材
貼
付
活
動
を
村

交
通
安
全
母
の
会
ら
の
協
力
を
得

て
行
い
ま
し
た
。

　
７
名
が
参
加
し
た
６
日
は

大
き
な
パ
ネ
ル
を
活
用
し
た

ミ
ニ
講
話
で
ス
タ
ー
ト
。
入

浴
後
の
お
年
寄
を
中
心
と
し

た
お
よ
そ
15
名
に
細
川
所
長

が
反
射
材
を
活
用
し
、
自
分

の
存
在
を
キ
ラ
リ
と
見
せ
あ

う
こ
と
に
よ
り
事
故
を
予
防

す
る
「
キ
ラ
リ
・
は
っ
き
り

見
せ
Ｅ
ｙ
ｅ
（
合
い･

愛
）

運
動
」
の
有
効
性
に
つ
い
て

強
調
し
ま
し
た
。

　
終
了
後
は
入
浴
客
の
靴
の

か
か
と
部
分
に
母
の
会
会
員

等
が
反
射
材
を
貼
付
。
夜
間

外
出
の
時
に
は
明
る
い
色
の

服
装
を
着
用
す
る
等
、
笑
顔

で
事
故
防
止
を
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

通
学
路
で

　
　
街
頭
指
導

　
４
月
６
日
か
ら
15
日

ま
で
村
交
通
安
全
対
策

協
議
会
（
会
長
‥
須
藤

良
美
村
長
）
や
五
戸
地

区
交
通
安
全
協
会
戸
来
・

西
越
支
部
ら
交
通
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は

村
内
各
所
で
街
頭
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

　
８
日
は
田
中
正
義
五
戸
警
察
署

長
ら
も
激
励
に
駆
け
つ
け
、
新
郷

駐
在
所
前
で
児
童
生
徒
に
事
故
防

止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
朝
７
時
か
ら
行
わ
れ
た
活
動
は

登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
と
笑
顔
で

あ
い
さ
つ
。
横
断
歩
道
を
渡
る
際

に
は
左
右
の
確
認
の
大
切
さ
を
指

導
し
、
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
村
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
継
続

日
数
は
１
４
４
９
日
（
４
月
21
日

現
在
）。
５
月
４
日
に
は
事
故
死

ゼ
ロ
４
年
間
の
達
成
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

村
内
各
地
で
交
通
事
故
防
止
を
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　         

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

雪
の
な
い
冬
と
言
へ
ど
も

着
ぶ
く
れ
て

福
　
士
　
香
芽
子

春
雪
に
足
を
取
ら
れ
て

知
る
齢

鹿
　
島
　
と
　
わ

春
一
番
揺
ら
れ
て
み
ん
な

芽
が
あ
く
び

a
　
根
　
リ
　
サ

春
一
番
子
等
た
く
ま
し
く

登
校
す

福
　
山
　
康
　
子

聞
こ
え
く
る
小
学
唱
歌
春
隣

長
　
峯
　
ユ
　
リ

春
一
番
崖
の
パ
ン
ジ
ー

花
揺
る
る

工
　
藤
　
陽
　
一

草
も
木
も
我
も
春
め
く

空
仰
ぎ

小
　
坂
　
良
　
子

ひ
な
の
夜
昔
話
に
笑
い
泣
く

戸
　
来
　
れ
い
子

春
一
番
新
刊
抱
い
て
急
ぎ
足

鹿
　
島
　
恵
美
子

何
も
か
も
目
覚
め
る
き
ざ
し

山
笑
う

村
　
上
　
て
　
る

春
一
番
吹
く
な
ら
吹
け
の

ふ
て
寝
か
な

金
　
沢
　
　
　
凡

  

　
「
第
20
回
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞

論
文
」
で
扇
ノ
沢
の
a
根
貴
明
さ

ん
が
大
賞
に
次
ぐ
優
秀
賞
に
輝
き
、

３
月
16
日
、
受
賞
報
告
の
た
め
須

藤
村
長
の
も
と
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
三
本
木
農
業
高
校
を
経
て
青
森

県
営
農
大
学
校
畜
産
課
程
に
入
学

し
た
a
根
さ
ん
は
昨
年
の
２
年
生

時
に
「
真
の
青
森
県
産
牛
乳
へ
の

挑
戦
」
と
題
し
た
論
文
を
執
筆
し
、

応
募
。
乳
牛
の
え
さ
に
リ
ン
ゴ
の

絞
り
か
す
や
長
い
も
の
残
渣
等
の

地
域
資
源
を
取
り
入
れ
る
試
験
で

飼
料
費
を
約
20
％
減
ら
し
、
県
産

飼
料
自
給
率
を
現
在
の
35
％
か
ら

70
％
ま
で
高
め
ら
れ
る
こ
と
を
実

証
。
コ
ス
ト
の
削
減
対
策
を
提
言

し
て
い
ま
す
。

　
祖
父
の
勇
悦
さ
ん
と
一
緒
に
訪

れ
た
貴
明
さ
ん
は
同
大
の
卒
業
式

を
終
え
て
晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
。

「
県
産
未
利
用
資
源
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
論
文

執
筆
の
き
っ
か
け
。
受
賞
の
知
ら

せ
に
は
耳
を
疑
っ
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
、
「
４
月
か
ら
は
酪
農
家
の

一
員
。
牛
や
人
、
環
境
に
優
し
い

酪
農
家
を
目
指
す
」
と
決
意
を
き

っ
ぱ
り
。
賞
金
の
使
い
道
に
つ
い

て
は
「
こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
考

え
た
い
」
と
は
に
か
ん
だ
表
情
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
須
藤
村
長
は
「
経
験
を
踏
ま
え
、

科
学
的
側
面
か
ら
実
証
し
て
評
価

さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
説
得
力
を

持
つ
。
地
域
、
県
全
体
で
取
組
む

価
値
が
あ
る
有
意
義
な
論
文
」
と

惜
し
み
な
く
称
賛
。「
青
森
県
酪

農
発
祥
の
地
で
あ
る
本
村
の
青
年

が
こ
の
論
文
で
受
賞
し
た
こ
と
は

誠
に
感
慨
深
い
」
と
目
を
細
め
ま

し
た
。

　
「
小
さ
な
頃
か
ら
自
分
た
ち
の

作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
」
と
勇

悦
さ
ん
。
「
こ
れ
か
ら
は
父
親
と

力
を
合
わ
せ
、
経
営
に
励
ん
で
ほ

し
い
」
と
孫
の
快
挙
に
頬
を
ゆ
る

め
て
い
ま
し
た
。

　
懸
賞
論
文
に
は
全
国
か
ら
92
編

の
応
募
が
あ
り
、
最
終
審
査
委
員

は
東
京
大
学
農
学
部
長
の
生
源
寺

眞
一
氏
ら
５
名
。
審
査
講
評
で
は

「
青
森
県
の
酪
農
経
営
を
大
き
く

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
１
月
29
日
、
メ
ル
パ

ル
ク
東
京
（
東
京
都
港
区
）
で
開

催
。
ヤ
ン
マ
ー
株
式
会
社
山
岡
健

人
社
長
よ
り
賞
状
、
記
念
品
、
賞

金
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
、
営
農
大
か
ら
の
同
賞
の

受
賞
は
初
め
て
の
快
挙
で
す
。

　根貴明さん（扇ノ沢）が懸賞論文で優秀賞
酪農の飼料費削減策を提言
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　「
し
ん
ご
う
保
育
園
西
越
分
園
」

で
３
月
20
日
、
閉
園
式
が
行
わ
れ
、

園
児
、
保
護
者
、
関
係
者
等
お
よ

そ
60
名
が
出
席
し
、
親
し
ん
だ
園

に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　
同
園
の
前
身
は
昭
和
44
年
４
月

に
開
設
さ
れ
た
新
郷
村
立
西
越
保

育
所
。
平
成
17
年
４
月
に
社
会
福

祉
法
人
未
萌
会
（
み
ほ
う
か
い
）

に
民
間
委
託
さ
れ
、
西
越
保
育
園

と
し
て
運
営
。
21
年
４
月
、
し
ん

ご
う
保
育
園
分
園
と
な
り
、こ
の

４
月
か
ら
本
園
と
完
全
統
合
。
開

設
以
来
の
卒
園
児
は
５
１
４
名
を

数
え
ま
す
。

　
遊
戯
室
で
行
わ
れ
た
閉
園
式
で

中
村
秀
俊
園
長

が
「
少
子
化
、
施

設
の
老
朽
化
に
よ

り
閉
園
せ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
統
合

後
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
安
全
で
楽
し

い
保
育
を
め
ざ
す
」

と
式
辞
。
「
４
月

か
ら
は
新
し
い
ス

タ
ー
ト
。
保
護
者
、

地
域
の
方
々
と
一

緒
に
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
」
と

須
藤
良
美
村
長
代

理
菊
池
秀
悦
教
育

長
が
来
賓
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
春
か
ら
西
越

小
へ
入
学
す
る
さ
く
ら
組
の
４
名

が
園
で
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が

ら
「
私
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て

く
れ
た
先
生
方
、
地
域
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お

別
れ
の
こ
と
ば
を
披
露
。
全
員
で

「
み
ん
な
と
も
だ
ち
」
を
合
唱
し
、

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
終
り
に
は
初
代
園
長
川
井
俊
子

氏
ら
３
名
に
園
児
か
ら
花
束
が
贈

呈
。
園
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
事
績

を
労
い
ま
し
た
。

　
閉
園
式
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
卒

園
式
で
は
４
名
の
巣
立
ち
を
祝
福
。

卒
園
児
を
代
表
し
て
佐
藤
琴
乃
ち

ゃ
ん
と
中
鶴
間
瑞
歩
ち
ゃ
ん
が
中

村
園
長
に
掛
時
計
の
目
録
を
手
渡

す
と
会
場
は
温
か
い
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

41
年
の
歴
史
に
幕
　
し
ん
ご
う
保
育
園
分
園
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明るく住みよい　防災むらづくり

　
４
月
11
日
、
村
消
防

団
（
畠
山
賢
悦
団
長
）

と
五
戸
消
防
署
西
分
遣

所
（
赤
坂
久
男
所
長
）

は
「
防
火
広
報
パ
レ
ー

ド
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
春
の
火
災
予
防

運
動
に
あ
わ
せ
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
服
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
姿
の
団
員
約
30
名
は

車
両
10
台
に
分
乗
。
戸

来
地
区
隊
（
隊
長
‥
日

向
昌
徳
本
部
付
分
団
長
）

と
西
越
地
区
隊（
隊
長
‥

上
野
山
富
治
本
部
付
分

団
長
）
の
二
隊
に
分
か

れ
て
役
場
庁
舎
前
を
出

発
し
ま
し
た
。

　
戸
来
地
区
隊
は
第
８

分
団
長
崎
小
型
ポ
ン
プ

積
載
車
、
西
越
地
区
隊

は
西
分
遣
所
広
報
車
を

先
導
と
し
て
村
内
集
落

を
あ
ま
ね
く
巡
回
。
広

報
テ
ー
プ
と
警
鐘
に
よ

り
防
火
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
３
月
30
日
、
村
は
「
き
の
こ
の

里
づ
く
り
」
事
業
推
進
の
一
環
と

し
て
「
栽
培
管
理
・
販
売
講
習
会
」

を
美
郷
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
㈱
河
村
式
種
菌
研
究
所

取
締
役
常
務
斎
藤
良
次
氏
と
八
戸

中
央
青
果
㈱
営
業
推
進
部
長
風
張

勇
氏
を
講
師
に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ

「
栽
培
管
理
に
つ
い
て
」
「
販
売

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
27
名
の
参
加
者
を
前
に
斎
藤
氏

は
、
収
穫
に
際
し
カ
サ
や
ヒ
ダ
に

触
れ
る
と
き
の
こ
が
変
色
す
る
こ

と
に
つ
い
て
説
明
。
購
買
意
欲
の

低
下
を
招
く
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。
風
張
氏
は
箱
詰

め
に
す
る
際
、
し
い

た
け
の
色
を
引
き
立

て
る
た
め
、
箱
の
底

に
笹
や
松
の
葉
を
敷

く
利
点
を
強
調
。
消

費
者
の
視
覚
に
訴
え

る
販
売
戦
略
の
重
要

性
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
講
習
終
了
後
に
は
、

箱
詰
め
の
際
の
き
の

こ
の
向
き
や
選
別
方

法
等
に
つ
い
て
参
加

者
は
熱
心
に
質
疑
。

新
年
度
の
き
の
こ
の

栽
培
、
出
荷
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

い
よ
い
よ
収
穫
は
じ
ま
る

統
一
規
格
で
農
協
出
荷
目
指
す

い
よ
い
よ
収
穫
は
じ
ま
る

統
一
規
格
で
農
協
出
荷
目
指
す

きのこの
里づくり
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※五戸町－五戸町健診センター
　診療所－新郷診療所

受診者状況

受診者数
２８９人、３０％
受診者数
２８９人、３０％

未受診者数
６６７人、７０％
未受診者数
６６７人、７０％

計
９５６人

五戸町
診療所

区　　分
特定健康診査目標率
特定健康診査実施率
特定保健指導目標率
特定保健指導実施率

内臓脂肪症候群該当者
及び予備群の減少率

Ｈ20
25％
30％
25％
7％

Ｈ21
35％
30％
30％

比率
80％
20％
100％

Ｈ21
231
58

289

区　分
五戸町
診療所

計

4％

Ｈ22
45％

35％

6％

Ｈ23
60％

40％

8％

Ｈ24
65％

45％

10％

１．特定健診等目標 ３．受診機関別状況　　  （人）
診療所

0
4
3

五戸町
5
15
30

年　齢
40～44
45～49
50～54

114655～59
164060～64
114665～69
134970～74
58231計

４．受診年齢別構成　　  （人）

Ｈ22
917
441

Ｈ21
956
289
667

区　分
被保険者数

受診者数
未受診者数

２．受診者状況と目標　  （人）

受診年齢別構成（人）

０
１０
２０
３０
４０
５０
６０

※平成22年度特定健診実施予定
　★五戸町健診センター　　　７月より
　★新郷診療所　　　　　　　６月より
【問い合わせ先】住民グループ　℡78－2111

（年齢）４０～４４ ４５～４９ ５０～５４ ５５～５９ ６０～６４ ６５～６９ ７０～７４

　
ユ
ー
ト
リ
ー
立
体
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
戸
駅
隣
）

　
長
時
間
料
金
を
24
時
間
最
大
２

千
円
か
ら
半
額
の
千
円
に
値
下
げ

し
ま
し
た
。

　
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
も
継
続
販

売
し
ま
す
。
４
千
券
（
販
売
額
３

千
円
）、
７
千
券
（
同
５
千
円
）、

１
万
券
（
同
７
千
円
）。
１
万
券

ご
利
用
の
場
合
、
実
質
24
時
間
最

大
７
百
円
と
お
得
で
す
。

　
お
土
産
売
り
場
で
は
、
千
円
以

上
お
買
上
げ
の
方
に
１
時
間
、
５

千
円
以
上
で
24
時
間
サ
ー
ビ
ス
券

を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
八
戸
駅
と
連
絡
通
路
で
直
結
し

て
お
り
、
雨
天
で
も
楽
々
乗
車
。

１
時
間
＝
１
４
０
円
（
夜
間
60
円
）

問
　
ユ
ー
ト
リ
ー

　
℡
０
１
７
８
―

27
―

２
２
２
７

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生

の
方
が
、
将
来
、
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、

不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
り
障
害

が
残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防
止

す
る
た
め
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。
（
ご
本
人
の
所
得
に

関
す
る
審
査
に
よ
り
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
期

間
は
、
原
則
、
申
請
さ
れ
た
年
度

（
４
月
か
ら
３
月
ま
で
）
に
限
り

ま
す
の
で
毎
年
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
手
続
き
は
お
忘
れ
な
く
。

◇
老
齢
基
礎
年
金
と
の
関
係

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
は
、
原
則
と
し
て
25
年
以
上

の
「
保
険
料
納
付
済
期
間
等
」
が

必
要
で
す
が
、
学
生
納
付
特
例
制

度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
こ

の
「
保
険
料
納
付
済
期
間
等
」
に

含
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
、「
23
年

の
保
険
料
納
付
」
と
「
２
年
の
学

生
納
付
特
例
期
間
」
が
あ
れ
ば
、

合
わ
せ
て
25
年
の
「
保
険
料
納
付

　
平
成
20
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
る
特

定
健
診
は
生
活
習
慣

病
か
ら
発
症
す
る
病

気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
目
的
と
し

て
40
歳
か
ら
74
歳
ま

で
の
全
て
の
被
保
険

者
の
受
診
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
、
脳
卒
中
、

心
筋
梗
塞
、
高
脂
血

症
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
生
活
習
慣
病
の
患

者
は
年
々
増
加
し
、

現
在
で
は
国
民
医
療

費
の
お
よ
そ
30
％
を

占
め
る
に
い
た
っ
て

い
ま
す
。

　
新
郷
村
で
も
各
年
次
目
標
を
掲

げ
受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
平
成
21
年
度
は
残

念
な
が
ら
目
標
受
診
率
を
達
成
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
22
年
度
は
45
％
と
更
に
高
い

目
標
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
健
診

を
受
診
す
る
こ
と
は
あ
な
た
や
あ

な
た
の
家
族
の
た
め
で
す
。

　
年
に
一
度
は
特
定
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
住
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

5
0

15

4

30

3

46

11

40

16

46

11

49

13

24
時
間
最
大
料
金
を

半
額
の
千
円
に
値
下
げ
！

学
生
納
付
特
例
の

　
申
請
は
忘
れ
ず
に

問

お
知
ら
せ

　
―

問
い
合
わ
せ
　
　
―

申
し
込
み

　
―

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
―
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

 毎年健診を受けましょう！
（特定健診各年次目標及び平成２１年度結果報告）
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ド
ク
タ
ー
カ
ー
は

「
緊
急
自
動
車
」
で
す

平
成
22
年
度

青
森
県
職
員
採
用
試
験

「
牧
場
ま
つ
り
」
開
催
！

　
　
　
　
（
入
園
無
料
）

済
期
間
等
」
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
た
だ
し
、
年
金
額
の
計
算
の
対

象
と
な
る
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
可
能

な
の
で
、
将
来
の
年
金
額
を
考
慮

す
る
と
、
就
職
さ
れ
た
後
な
ど
に
、

猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◇
障
害
基
礎
年
金
と
の
関
係

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
そ
の
障
害

の
状
態
が
障
害
年
金
を
受
給
で
き

る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
て
も
、
一

定
の
「
保
険
料
納
付
済
期
間
等
」

が
な
け
れ
ば
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
老
齢
基
礎
年
金
と
同

様
に
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
「
保
険
料
納

付
済
期
間
等
」
に
含
ま
れ
ま
す
の

で
、
万
が
一
の
時
も
安
心
で
す
。

問
　
八
戸
年
金
事
務
所

　
℡
０
１
７
８
―

43
―

７
３
６
８

「
消
さ
な
い
で

　
　
　
小
さ
な
命
の
帰
る
場
所
」

平
成
22
年
全
国
山
火
事

予
防
運
動
統
一
標
語

　
雪
解
け
の
春
を
迎
え
、
農
作
業

や
山
菜
採
り
等
で
山
林
に
立
ち
入

る
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
風
の

強
い
日
が
多
く
、
山
火
事
が
発
生

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
山
火

事
予
防
は
、
一
人
ひ
と
り
が
森
林

の
大
切
さ
を
認
識
し
防
火
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

山
火
事
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
人

の
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取
り
扱
い

の
不
注
意
で
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、次
の
こ
と
に
注
意
し
て
火
災

を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
枯
れ
草
等
の
あ
る
、
火
災
が
起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
た
き
火

を
し
な
い
こ
と
。

◇
た
き
火
等
火
気
の
使
用
後
、
そ

の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
完
全

に
消
火
す
る
こ
と
。

◇
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た

き
火
を
し
な
い
こ
と
。

◇
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
殻
は
必
ず
消
す
と

と
も
に
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

◇
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

　
山
火
事
は
一
瞬
に
し
て
地
域
の

大
切
な
緑
の
財
産
を
な
く
し
ま
す
。

い
つ
も
以
上
に
火
の
取
扱
い
に
は

注
意
を
し
、
地
域
の
大
切
な
緑
を

み
ん
な
で
山
火
事
か
ら
守
り
ま
し

ょ
う
。

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
―

２
１
１
９

　
八
戸
市
立
市
民
病
院
で
は
、
八

戸
圏
域
定
住
自
立
圏
（
新
郷
村
含

む
８
市
町
村
）
の
事
業
に
よ
り
、

３
月
29
日
か
ら
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
市
民
病
院
に

常
駐
し
、
８
時
か
ら
23
時
ま
で
の

間
、
八
戸
消
防
本
部
の
要
請
を
受

け
て
医
師
が
救
急
現
場
へ
直
行
し

ま
す
。
車
両
は
白
地
に
赤
と
青
の

ラ
イ
ン
。
緊
急
出
動
時
に
は
赤
色

灯
を
つ
け
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
走
行
す
る
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
皆
さ
ん
は
、
消
防
車
や
救
急
車

と
同
様
に
道
を
譲
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
　
八
戸
市
立
市
民
病
院

　
℡
０
１
７
８
―

78
―

５
１
１
８

　
各
試
験
の
日
程
や
試
験
案
内
入

手
方
法
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
青
森
県
職
員
採

用
総
合
案
内
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
県
庁
正

面
受
付
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
ご
希
望
の
方
に
は
郵
送
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〈
第
１
次
試
験
の
日
程
〉

◇
上
級
試
験
（
大
卒
程
度
）

　
　
　
６
月
27
日
（
日
）

◇
中
級
試
験
（
短
大
卒
程
度
）・

　
初
級
試
験
（
高
卒
程
度
）

　
　
　
９
月
26
日
（
日
）

◇
警
察
官
Ａ
試
験
（
大
卒
）

　
　
　
７
月
11
日
（
日
）

◇
警
察
官
Ｂ
試
験
（
大
卒
以
外
）

　
　
　
９
月
26
日
（
日
）

問
　
県
人
事
委
員
会
事
務
局

 

　
℡
０
１
７
―

７
３
４
―

９
８
２
９

◇
日
時
　
　
５
月
３
日
、
４
日

　
　
　
　
　
10
時
〜
午
後
４
時

◇
開
催
場
所

　
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

　
ふ
れ
あ
い
牧
場

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
「
羊
、
ヤ
ギ
、
ウ
サ
ギ
の
ふ
れ

あ
い
体
験
コ
ー
ナ
ー
」（
無
料
）

・
牧
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
募

集
コ
ー
ナ
ー

・
「
フ
ワ
フ
ワ
ト
ラ
ジ
ロ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

・
「
ミ
ル
ク
＆
ハ
ム
工
房
の
牛
乳

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ふ
わ
ふ

わ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」

　
　
　
　
１
カ
ッ
ト
　
１
０
０
円

・
「
原
木
し
い
た
け
も
ぎ
と
り
販

売
」
　
　
（
５
個
）
２
０
０
円

・
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
」

　
料
金
‥
一
人
　

１
、５
０
０
円

　
　
（
二
人
前
か
ら
の
販
売
）

・
「
乾
草
転
が
し
　
タ
イ
ム
ア
タ

ッ
ク
」
　
　
　
　
　
（
無
料
）

・
「
丸
鳥
の
香
草
釜
焼
き
実
演
販

売
コ
ー
ナ
ー
」（
３
日
　
正
午
〜
）

　
半
身
５
０
０
円
（
先
着
50
人
）

・
「
ワ
イ
ル
ド
ベ
ー
コ
ン
実
演
販

売
コ
ー
ナ
ー
」（
４
日
　
正
午
〜
）

　
１
ブ
ロ
ッ
ク
５
０
０
円
（
先
着

50
人
）

・
「
新
郷
産
し
い
た
け
バ
ー
ガ
ー

＆
し
い
た
け
ミ
ル
ク
ま
ん
販
売
」

問
　
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社

　
　
℡
78
―

２
５
１
１

山
火
事
に
ご
用
心
！

問

問

問

問

問



▲

健
や
か
に
の
び
の
び

育
っ
て
ほ
し
い
！

さ

と
う

じ
ゅ

り

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

おともだちがぼくのおうちにあそび

にきて、いっしょにおさんぽしたよ。

おてんきがよくてとってもいいきもち

だったよ。ぼくおさんぽだいすき！

長根　朋樹くん（さくら組）
なが ね とも き

おうちのおにわでいもうとのまりのちゃ
んが、３りんしゃにのったよ。おねえ
ちゃんが３りんしゃをおしたらまりのちゃ
んわらったよ。わたしとおねえちゃんと
おかあさんもつられてわらっちゃった。

佐藤　実真瑠さん（さくら組）
さ とう み ま る

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５

営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

12この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

197

人の動き

男　１，４９０人（－６人）
女　１，５８１人（－５人）
計　３，０７１人（－１１人）

世帯数９６２世帯（－３世帯）
（平成２２年３月３１日現在）

佐
藤
　
樹
里
ち
ゃ
ん

Ｈ
21
・
２
・
23
生

（
地
区
）

戸
来

（
パ
パ
）

貴
　
（
マ
マ
）

香

パ
パ
と
マ
マ

の
ね
が
い

むらのガイド

平成22年 皐 月
エメラルド（緑石）
― 幸福・恩恵 ―

誕 生 石

5月
さつき
May

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

平成22年度の粗大ごみ収集日は４～11月まで第３金曜日になりました

［家庭ごみの出し方］を参考にしてごみを出しましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TEL 6 1－75 5 5

日 曜 備　　　考行　　事　　等

●憲法記念日　間木ノ平グリーンファーム牧場まつり（～４日）3 月

●みどりの日　新郷温泉館送迎バス運休4 火

●こどもの日　新郷温泉館送迎バス運休5 水

粗大ごみ処理券受付開始（～14日）
7 金

資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

新郷温泉館休館日　行政相談10 月

不用犬引取12 水

資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日14 金

新郷温泉館休館日

粗大ごみ収集日

17 月

資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
21 金

第360回子ども会親子早起き掃除

親子花植え活動

新郷温泉館休館日

23 日

燃えないごみ収集日

24 月

新郷温泉館休館日

28 金

固定資産税第１期納期限
31 月

母と子の栄養教室

ポリオ予防接種

総合福祉センター
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